








　The purpose of this study is to investigate the job-hunting stress and stress coping of female 
junior college students. Participants were 59 female junior college students. They answered the 
Job Search Stress Scale and the questionnaires regarding problem focused coping. As a result, 
“not knowing the right profession” was stressful for the subjects. They tend to cope with job-
hunting stress by considering what to do more than taking action to get information or to solve 
the problem.






















































































表 1 就職活 ス尺度の結果 



















































































 就職活動で困った体験を、内容によって、筆者と臨床心理士 1 名が以下の 9 つのカテゴリー
に分類した（表 2）。(1)「就労目標不確定」（7 名）、(2)「採用未決」（8 名）、(3)「就活のコスト
に関すること」（6 名）、(4)「他者比較」（3 名）、(5)「周囲からの影響」（3 名）、(6)「面接試験
に関すること」（14 名）、(7)「応募書類 作成に関するこ 」（7 名）、(8)「将来への不安」（5
名）、(9)「その他」（6 名）。そして、カテゴリーごとの問題焦点型対処方略の評定値を表 3 に示
した。 
 





































































表 3 就職活動で困った体験と問題焦点型対処方略 
































就労目標不確定（n=7） 3.40 3.51 4.17 3.63 3.14 
採用未決（n=8） 2.98 3.05 3.85 3.13 3.00 
就活コスト（n=6） 2.72 3.47 2.93 2.77 3.00 
他者比較（n=3） 3.39 3.47 3.67 3.47 3.00 
周囲からの影響（n=3） 3.61 3.53 4.07 3.60 2.88 
面接試験（n=14） 3.45 3.59 3.79 3.11 3.43 
応募書類の作成（n=7） 3.26 3.57 3.74 3.06 2.81 
将来への不安（n=5） 3.57 3.60 4.32 3.36 3.80 
その他（n=6） 3.94 3.97 3.93 3.30 3.83 
合計 3.35 3.52 3.82 3.22 3.24 
（注：評定平均値が 3.50 以上を網掛けで示す） 
 
 
考察 
１．就職活動におけるストレスと就職活動で困った体験 
 本研究の対象者は、就職活動で「就労目標不確定」のストレスを感じているという結果であ
った。自分のやりた ことがわからないこと、将来の見通しが立たないことがストレッサーに
なっていることが示された。 
受験企業数と就職活動ストレスの関係を検討したところ、受験企業数と「採用未決」で正の
相関がみられた。これは、受験企業数が多くなるほど、不採用となる経験が多くなるためと考
えられる。また、受験企業数と「他者比較」でも正の相関がみられた。これは、自分は就職活
動を継続している一方で、周囲の人は内定を得て活動を終えることにより、焦りが強くなるた
めと考えられる。 
 就職活動で困った体験の自由記述では、面接試験に関する内容が多かった（表 2）。また、採
用が決まらないことや、自分の就労の目標が明確でないこと、応募書類の作成に関する内容も
多かった。自分の就労目標が明確でないと、応募書類の作成も難しくなり、面接試験に自信を
持って臨めなくなると考えられる。 
学生の就職活動の支援においても、自己分析や企業研究、面接試験の対策には、重点的に取
り組む必要があると考えられる。また、対象者の平均値をみると、それほど強いストレスを感
じてはいないという結果であったが、就職活動で困った体験の自由記述の中には、就職活動を
やめたというものやストレスからくる病気になったというものもみられた。ストレス反応が大
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- 124 -
短期大学女子学生の就職活動のストレスとコーピング
接試験に自信を持って臨めなくなると考えられる。
　学生の就職活動の支援においても、自己分析や企業研究、面接試験の対策には、重点的
に取り組む必要があると考えられる。また、対象者の平均値をみると、それほど強いスト
レスを感じてはいないという結果であったが、就職活動で困った体験の自由記述の中に
は、就職活動をやめたというものやストレスからくる病気になったというものもみられ
た。ストレス反応が大きく、就職活動を継続できなくなった学生への支援も求められるだ
ろう。
２．就職活動で困った体験と問題焦点型対処
　対処方略としては、全体的に認知的方略、特に「解決策産出」と「目標についての思
考」が多く用いられていた（表3）。この結果から、本研究の対象者は、やるべきことや今
後の展開について考えてはいるが、考えたことを実際に行うということにつながっていな
いことがうかがえる。
　加藤（2001）が述べているように、コーピングの効果を考える際には柔軟性が重要であ
る。加藤（2001）は柔軟性を「あるストレスフルな状況下で用いたコーピングがうまく機
能しなかった場合、効果的でなかったコーピングの使用を断念し、新たなコーピングを用
いる能力」としている。就職活動で、自分がやりたいことがわからないといったようなス
トレスを感じた際に、認知的方略だけで解決しない場合、行動的方略など他のコーピング
方法も試してみることが重要であると考えられる。
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